
（別紙様式４－１） （県立高等学校・中学校用）

熊本県立上天草高等学校　令和３年度（２０２１年度）学校評価表

●学校の魅力化特色化の推進による入学者増加に向けた取組

●「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」の深化及び

　「スーパーグローカルハイスクール事業」「総合型コミュニティ・スクール」「県立高校魅力創造発信事業」の推進

●新型コロナウイルス感染拡大防止への適切な対応

　１　学習指導の充実

　（１）新しい学習指導要領の理念（主体的・対話的な深い学び）を意識した授業実践（「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実）

　（２）ＩＣＴの積極的活用（効果的な授業の相互授業参観等の実施）

　（３）自学自習の習慣化及び読書指導（朝読書の充実）等による基礎学力の定着

　２　進路指導の充実

　（１）大学入試改革の動向を見据えた国公立大学等進学希望者への進学資料提供並びに外部講師等による講演会や各種説明会等の

　　　 機会拡充

  （２）雇用環境の激変に対応する就職に関する情報の適切な提供及び企業や公務員等希望者へのガイダンス及び面接指導の充実

　（３）インターンシップ、ボランティア活動等の体験活動への積極的参加

　３　生徒指導の充実

　（１）マナーの徹底（端正な制服着用・頭髪、挨拶の励行、品位ある言葉遣い）

　（２）生徒会活動の活性化（自主・積極的活動の推進）

　（３）部活動の指針を踏まえた部活動の活性化（部活動の奨励、計画的・継続的指導の充実）

　４　健康教育・安全教育の充実

　（１）衛生意識向上への取組と感染症予防の徹底

　５　その他
　（１）人権教育の視点に立った特別支援教育の組織的対応の推進

　（２）広報活動の充実（ＨＰの更新・広報誌・学校説明会等による情報発信の充実）

　（３）体育大会、文化祭、上天草バザール等の学校行事の充実（地域や育友会との連携）

評価基準　Ａ：5.0～4.0　　Ｂ：3.9～3.0　　Ｃ：2.9～2.0　　Ｄ：1.9～1.0

大項目 小　項　目

○授業第一主義
　主体的・対話的な深
い学びを意識した分か
る授業の実践
○各部会・学年会・教
科会による多方面から
の学力充実

・生徒の習熟に応じたきめ細かな授
業展開
・ＩＣＴ等の機器を活用した授業の
実践
・部会・学年会・教科会の定例実施
と連携
・適切な予習・復習指導
・課題の計画的配付

Ａ

○部活動への加入者の
増加と充実（加入率
75％）
○ボランティア活動の
参加者率向上とボラン
ティア活動の機会確保
(ボランティア活動の
参加者率６５％以上)

・各学年で部活動加入を推奨する。
・部活動の計画的・継続的指導の充
実
・依頼のあったボランティア活動へ
の積極的な呼びかけ
・本校主催のボランティア活動実施

Ｂ

学び合い高め
合い支え合う
職員集団

○専門性・教科指導力
の向上
〇研究授業の積極的実
践
○職員研修の計画的実
施と内容の充実（各定
期考査期間に1回以
上、長期休業中に1回
以上実施）

・校外研修会への積極的参加
・ICT等の機器を活用した研究授業
の積極的実践
・放課後、長期休業中を活用し、計
画的に職員研修を実施する。
・研修内容を精選し、喫緊なものと
継続的に必要な研修を実施し、職員
の資質向上を図る。

Ａ

●研究授業のみならず、普段の授業でも
ICT機器の活用が実践され、職員同士の資
質向上につながった。
●新しい教育課程に係る研修などに積極的
に参加することができた。
▲研修内容を精選し、より効果的な職員研
修を計画的に実施する必要がある。

成果（●）と課題（▲）

２　本年度の重点目標

 「くまもとの教職員像」、「令和３年度(2021年度)県立中学校・高等学校における教育指導の重点」、「令和３年度(2021年度)学校安全・安心推進
課取組の方向」「令和３年度(2021年度)体育保健課取組の方向」、「令和３年度(2021年度)人権教育取組の方向」等を中心に据え、「認め、ほめ、
励まし、伸ばす」教育の実践をとおして、社会を構成する一員としての必要な人間力【智・徳・体】を身につけるために、克己精励する生徒の育成
を目指す。

１　学校教育目標

評価の観点

◇確かな学力
の　　育成に
基づく  キャ
リア教育

３　自己評価総括表

人間力、恕、
自律の育成

学校
経営

◇主体的に学
び、学び合う
人材育成
　

◇資質向上
◇職員研修の
実施

具体的方策 評価

●2，3年生の英語の授業において習熟度別
授業を行い、習熟に応じたきめ細やかな授
業が展開できた。
●電子黒板やタブレット端末など、授業や
学年全体での講義、研究成果発表会などの
場面で活用が見られた。
▲課題の取組み状況に差があり、継続して
指導する必要がある。

●部活動加入率は９２％（運動部６１％文
化部３１％）と高い水準を維持できた。
▲主体的に学んだり人間力の向上に努める
点においては今後の課題といえる。
●ボランティア活動参加者の述べ人数は、
１２６名であった。参加者率は７２．８％
であり、多くの生徒が参加した。
▲ボランティアの数が７回ととても少な
かった。機会の確保に向けた取組が今後の
課題である。

評価項目
具体的目標



保護者（育友
会）との連
携・協力

○育友会総会や研修
会・学校行事への保護
者の参加を増やし、保
護者の学校への関心を
高める。（総会出席率
  ８０％以上）

・育友会役員の積極的働きかけ、ク
ラス担任の協力
・育友会新聞・学校新聞による育友
会活動の広報
・地域行事への育友会の参加

Ａ

業務改善・
働き方改革

○月の超過勤務時間の
年平均４５時間以上の
職員数が１０人以下を
目指す。
○年休取得日数平均が
１２日を目指す。

・毎月の状況を職員に周知し、意識
の向上を図るとともに、超過時間の
多い職員の業務の見直し等も行う。
・会議や研修の精選及び実施日・実
施方法を見直し、１日単位だけでな
く、時間単位も含めて年休取得を促
す。

Ｂ

○年に２回公開授業、
研究授業を実施する。
アンケートを通じて、
指導力の向上を目指
す。

・公開授業週間、研究授業の積極的
な活用　（各教科年１回以上の研究
授業と反省会の実施）

Ａ

○生徒の学習意欲を高
める授業を目指す。
○学校評価アンケート
における生徒の肯定的
評価７０％以上を目標
とする。

・教科会を利用した授業研究
・ICT支援員との連携
・スーパーティーチャーの積極的活
用
・教科横断型の「聞く」「話す」
「表現する」プロジェクトの活用
・授業実践シートの作成

Ｂ

基礎学力と学
習習慣

○家庭学習の習慣化を
図る。
　学校評価アンケート
における生徒の肯定的
評価５０％以上を目標
とする。

・家庭学習時間調査による生徒の実
態把握
・ホームルーム等での周知と啓発
・ｃｌａｓｓｉを活用した課題の配
信
・Chrome bookを活用した課題の配
信

Ｂ

読書習慣の育
成を通して、
豊かな教養と
人間性の涵養

○朝読書の徹底
○生徒が利用しやすい
図書館にする。
○授業における図書館
の活用（各授業で積極
的に図書館内の資料・
情報を活用す
　る）

・図書館での朝読書
・積極的に広報活動を行う。
 （図書便り、文化祭）
・毎月図書館便りを発行する。
・生徒のリクエスト等による新刊の
積極的入荷を図る。
・教科の学習内容と連携した展示の
　工夫や関連書籍の購入を行う。

Ｂ

○３か年を見通した進
路指導計画を作成し、
確実に実践する。
○外部機関と連携し勤
労観・職業観を醸成す
る。

・インターンシップや企業見学、進
路別講演会、面接練習会、新社会人
セミナーなどの実施
・オープンキャンパスへの参加や大
学出張講座、上級学校説明会の実施

Ｂ

○生徒一人一人の希望
や適性にあった進路検
討を行う。
○模擬試験等を活用し
た継続的指導を行う。

・学習習慣や学力定着を把握するた
めの模擬試験を実施し、分析・研修
会を行い、学年や教科で連携した指
導を行う。
・キャリアパスポート等を活用し、
自己理解を深め進路決定へと繋げ
る。

Ａ

○幅広い進路に対応で
きる基礎学力及び応用
力を身につけさせる。
○職員研修を実施し、
進路指導の実践力を向
上させる。

・面接指導や小論文指導など生徒の
ニーズに応じた個別指導を行う。
・面接指導，模擬試験，課外授業な
どを定期的に実施する。
・入試情報や就職状況を理解し、指
導に活かす。

Ａ

○３年生の進路決定
100％を目指す。
〇情報の共有

・担任、キャリアサポーターなど幅
広い職員による個人面談の実施
・個人面談等を充実させ、生徒理解
を深め、適性や長所等を把握し、進
路面で適切なアドバイスを行う。
・進路に関する情報を学校全体で共
有し、生徒・保護者に正確かつ速や
かに提供する。

Ａ

●積極的な年休取得の呼びかけや、会議等
の精選及び実施日を工夫し、月の超過勤務
時間の年平均４５時間以上の職員数は９人
であった。
●年休取得日数は４月～１２月現在平均９
日とほぼ目標を達成することができた。

●コロナ対策を徹底して育友会総会を実施
することができた。出席率８５％と積極的
に参加していただいた。
●コロナ対策を徹底して育友会新聞を例年
どおり３号出すことができ、長距離走大会
の炊き出しを行うことができた。
▲育友会総会の時間が長く、要点を整理し
て短縮を図る必要がある。

●新型コロナウイルス感染防止のため、１
学期は校内のみの実施となった。各教科で
研究授業を行い、ICT活用など授業力向上
につながる取組となった。

●授業に対する生徒の肯定的評価は８８％
であり、さらに学習意欲を高める授業改善
に取り組みたい。
▲スーパーティーチャーの活用が実施され
なかった。

▲定期考査毎に家庭学習時間調査を実施し
た。１，２学期末を比較し、学習時間平均
がともに１２６分であり、学習時間を伸ば
すことができなかった。
●休校中は、多くの職員がオンラインで課
題の配信等を行うことができた。また、
Googlemeetを活用した学習も一部実施し
た。
▲アンケートによる生徒の肯定的評価は
35％であった。家庭学習に積極的に向かう
取組を行う必要がある。

●各具体的方策を計画通り実行することと
が出来た。
▲Ｃｈｒｏｍｅ Ｂｏｏｋ導入後、調べ学
習がネットに偏り、図書館の利用が減少傾
向にある。

●昨年同様、コロナ禍であったが、外部機
関と連携して面接練習会や出張講座などを
行い、生徒の進路に対する意識を高揚する
ことができた。
▲年間をとおして進路学習を行うための十
分な時間が確保できず、各部署との連携や
確認が必要であった。

●職員研修や小論文講座などを実施し、職
員のスキルアップに繋がった。
●キャリアパスポートの記入を定期的に行
うことで、振り返りができた。
▲学びの基礎診断の分析が遅くなり、学力
定着に向けた具体的な取組みを示すことが
できなかった。

●早い段階から担当者を決定し、小論文な
どの個別指導を行うことができた。
▲職員間で模擬試験の振り返りの時間を十
分に取ることができなかった。

●生徒の進路実現へ向け、職員間やキャリ
アサポーターと連携して面談や指導を行う
ことができた。
●企業訪問の報告を学年会等で共有し、就
職指導に活用することができた
▲生徒が自発的に高い目標を持ち、目標実
現へ向けて困難であっても目標を下げない
ような指導が課題である。

◇キャリア教
育体制の確立
◇勤労観・職
業観の育成

◇３年間の系
統的指導
　

◇学年に応じ
た進路指導

◇研究授業、
授業公開

◇指導力の向
上
◇授業評価と
授業改善

◇超過勤務時
間の縮減及び
年休取得日数
の向上

◇家庭学習の
習慣化

◇図書館を活
用した人材育
成
◇情報リテラ
シーの向上

学校
経営

◇育友会活動
の活性化

系統的キャリ
ア教育

進路意識の
向上

学力
向上

キャ
リア
教育
（進
路指
導）

◇面談（進路
相談）の充実
　

授業の充実、
分かる授業



○５回の服装・頭髪検
査中、１回でも不合格
者を０にする。

・生活委員会と連携し生徒への呼び
かけや事前告知と整備の促進
・社会人として必要な資質を進路部
と連携し面接指導等を通して理解さ
せる。

Ａ

○特別指導、いじめ、
交通事故・違反、貴重
品の盗難等の件数を１
０件以内とする。

・法令順守の重要性と違反等が何故
いけないかをＨＲ・集会時等で繰り
返し諭す。
・生徒部を中心に昼休みの巡回指導
を週２回以上行う。
・定期的な登下校指導を行う。

Ａ

生徒会活動の
充実

○生徒会主催行事等に
おいて生徒が自発的に
アイデアを出し企画・
運営を行う。

・計画的な準備と生徒の活動時に教
師が積極的に関わる。

Ｂ

同和問題を中
心とした様々
な人権問題の
理解

○各学年単位で同和問
題に関する認識を深め
る。
○学年ごとに、「水俣
病をめぐる人権」、
「ハンセン病回復者の
人権」について理解を
深める。
○生徒アンケート肯定
的評価８０％以上を目
指す。

・ＬＨＲ指導案について人権教育推
進委員会で内容を検討し、各学年単
位で学習指導案を作成する。
・熊本県教育委員会作成の人権教育
推進資料や県の事業、自治体作成資
料を利用する。
・人権教育推進委員会で、人権ＬＨ
Ｒ後の振り返りを行う。

Ａ

職員の人権感
覚の醸成

○校外研修へ積極的に
参加する。
○身近に起こっている
人権問題についての研
修を実施する。

・同和問題を中心に据えた職員研修
の実施
・校外研修への積極的参加を促す。
・法律の専門家を招聘して研修を実
施することで、職員の生徒指導力の
向上及び学校が抱える諸課題の解決
に資する。　　　　　　 　・熊本
県教育委員会作成の人権教育推進資
料の積極的活用

Ａ

命を大切にす
る心を育む指
導

○すべての教員が学習
活動をとおし「命を大
切にする心」を育む指
導を行う。
○行事等に、生徒が自
尊感情を高め、自己実
現を図るための在り
方、生き方について学
ぶ視点を入れる。

・各々の教科指導において関連する
学習内容を確認し、年間を通じ人権
感覚を意識した学習指導を行う。
・福祉実習やボランティア活動、地
域貢献活動等を通し、生命、自然、
地域に対する畏 敬の念を高める。
・生徒が取り組んだ人権ポスターや
標語について地域や家庭に紹介す
る。

Ａ

いじめの早期
発見、相談体
制

○生徒の変化に敏感に
なる。
○スクールサインの有
効活用

・スクールサインや心のアンケート
によるいじめの早期発見と迅速な対
応
・いじめ問題対策委員会年３回開催
・生徒指導部や教育相談と連携する
とともにいじめ問題対策委員会を適
宜開催し、情報や対応策を全員で共
有

Ａ

いじめをなく
す取組

○行事等を通して、い
じめ防止の認識を深め
る。
○いじめ問題対策委員
会の充実

・必要に応じて、いじめ問題等緊急
支援員やスクールロイヤーなど、各
分野の専門家に支援を求める。
・「いじめ防止全校集会」の実施
・「心のアンケート」年３回の実施
・いじめ解消率１００％

Ａ

●諸活動において、職員が生徒を見守り、
必要に応じて支援することができた。
▲諸活動において、生徒会内で指定した締
め切りを超過したり、慌ただしく動く場面
もあったりと余裕がなかった。

●人権教育推進委員会を定期的に実施し、
充実させることができた。
●生徒アンケートで、肯定的評価が８８％
であった。
●人権ＬＨＲ実施後、学年や委員会での振
り返りを行うことで、反省点を次に繋げる
ことができた。
▲学年会へＬＨＲの案を出すのが遅れ気味
であった。

●弁護士や人権相談員の先生方を外部講師
として迎えての研修を実施できたことで専
門的立場からの講話を聞くことができた。
●インターネットによる人権侵害や進路保
障など、身近に起っている問題について職
員全員で考えることができた。
▲推進委員以外に校外研修の案内をするこ
とができなかった。

●全ての教科の授業で「人権が尊重される
授業づくり」を推進することができた。
●教材研究と生徒の実態把握に取組み、継
続的な指導ができた。
●生徒が「実習」や「ボランティア」に参
加することで自尊感情が高まり、自他の命
を大切にする心を育成することができた。
▲人権週間に標語やポスター作成に取組
み、最優秀賞と優秀賞を受賞することがで
きたが家庭や地域への紹介が少々遅くなっ
た。

●日常的な指導や事前告知をすることで不
合格者は少数で推移している。
▲不合格者は０にならなかった。一部の生
徒への校則・教育方針等の指導や家庭の支
援が課題である。

●特別指導０件、いじめ５件、盗難０件、
交通事故０件で生徒指導全般を１０件以内
に収めることができた。
▲昨年同様、加害者（トイレ器具破損）が
特定しづらい事案への対応が今後の課題で
ある。

●「いじめ問題対策委員会」の定期的な実
施から、そこでの意見を生徒理解およびい
じめ防止に向けた取組みの向上に繋げるこ
とができた。
●スクールサインの登録について、説明会
を複数回実施したほか、電話による相談先
も案内することで、１００％に近い登録率
をあげることができた。
▲生徒の声や様子に対する受け止め方や対
応に多少差が見られた。今後さらなる連携
と情報共有が必要である。

●スクールロイヤー事業を活用すること
で、学校が「組織」として対応することの
重要性を再確認できた。
●学期毎の「心のアンケート」結果をもと
にいじめ問題対策委員会を定期的に実施す
ることができた。
●学年・担任と情報共有を行うことでいじ
め解消に向け迅速に取組むことができた。
▲危機管理マニュアルを振り返り役割を再
確認する必要がある。

◇各種法令・
法規に基づい
た指導の徹底

◇自発的な生
徒会執行部の
活動

◇同和問題学
習ＬＨＲ
◇様々な人権
問題学習
◇差別を見抜
き、差別を許
さない人間の
育成
　

◇職員研修を
通して知識を
理解するとと
もに人権感覚
を養う
　

◇自他の生命
を尊び、大切
にしていこう
とする態度の
養成
◇自らの在り
方生き方を学
ぶとともに、
夢や目標をも
ち、その実現
に向けて努力
する態度の育
成

 
◇職員の危機
管理意識の高
揚

◇基本的生活
習慣の確立と
社会人の基礎
となる整容指
導

◇いじめ防止
関連の各種行
事等の実施

いじ
めの
防止
等

生徒の
規範意識

生徒
指導

人権
教育
の

推進



○感染症拡大防止のた
めの取組の充実
○健康教育の充実
○健康診断実施後の治
療率の向上を図る。

・手洗い・換気・登校前の検温の習
慣化に向けた指導
・ICTを活用した健康観察の実施
・生徒を対象とした性教育講演会、
薬物乱用防止教育の実施
・ＡＥＤ、心肺蘇生法についての職
員研修の実施
・健康診断後受診が済んでいない生
徒の個別指導
・生徒保健委員会と連携し現代的な
健康課題の啓発を行う

Ａ

○組織的な支援の充実

・保健室来室状況の記録分析
・担任、特別支援教育コーディネー
ター、教育相談担当、スクールカウ
ンセラーとの生徒情報の共有
・外部の専門機関との連携
・保護者との積極的な情報共有

Ａ

環境教育

〇安全・安心な環境整
備
〇掃除用具の整理・整
頓
〇節電に向けた取組

・施設・備品の毎日の消毒
・消毒薬等衛生用品の管理
・各学期、安全点検の実施
・環境委員会による掃除用具の点検
・年２回、エアコンフィルターの掃
除、校内美化コンクール

Ａ

○職員研修や不祥事の
具体的な事例紹介によ
り常に危機管理に対す
る意識を持たせる。
○事件・事故への適切
な対応

・危機管理マニュアルの整備
・具体的不祥事事例の職員研修実施
・事件、事故、不祥事の事例は、そ
の都度全職員に紹介する。

Ｂ

○自然災害に対する危
機意識の向上と訓練の
実施
○災害時の生徒の引き
渡し方法を、生徒・保
護者に周知する。

・自然災害を想定した避難訓練の実
施
・保護者者向けマチコミメールの定
着
・学校ホームページの活用 Ａ

生徒理解の
充実

○生徒理解研修をとお
し、共通理解を図る。
○個別の教育支援計画
および個別の指導計画
の作成、活用

・気になる生徒について、担任およ
び授業担当者等からの情報収集
・特別支援教育・教育相談委員会、
教科担当者間での回覧による、諸計
画の検討
・特別支援教育コーディネーターに
よる保護者面談の実施
・スクールカウンセラーによる相談
活動の推進

Ａ

外部との連携

○小・中学校や地域の
高校、支援学校との情
報交換
○関係機関にいつでも
相談できる体制づく
り。

・地域の研修や情報交換の場への積
極的参加、情報収集
・他の高校からの積極的な情報収集
・入学前中学校訪問の実施
・支援策についての助言を得る等、
関係機関の積極的活用

Ａ

地域
連携
（コ
ミュニ
ティ・
スクー
ルな
ど）

地域との連
携・協力

○地域や中学校への情
報提供と交流に努め、
本校教育への理解と協
力を得る。
（保護者アンケートに
よる肯定的評価８０％
以上）

・小中学校との交流（合同部活動・
職員間交流等）を実施
・ホームページの充実
・市内小中学校に本校用の広報掲示
板の設置
・地域連携対策事業（学校運営協議
会）の実施

Ｂ

文科
省指
定事
業の
推進

「ひと・もの・資
源の宝庫」上天
草で未来を切り
拓くリーダーの
育成

○学校設定科目の効果
の検証および改善
○大学や研究機関およ
び中学校との連携強化
○「聞く」「話す」「表現す
る」プロジェクトの取組の
推進

・授業実施のPDCAサイクルを確立する
・市内各中学校へのエキスパート生徒
派遣
・カリキュラム開発等専門家に頼らな
い、生徒と大学及び研究機関のマッチ
ング作業の実施
・プロジェクトの基本方針を明確にし、各
教科で工夫できる環境をつくる

Ａ

●地域と共にある学校として、学校運営協
議会を中心に、地域ぐるみで学校を応援し
ていただける環境が整備されている。地元
企業からの部活動支援など、今までにない
地域との交流・協働が企画されるように
なった。
▲新しい生活様式に対応した、交流・コ
ミュニケーション手段の確立が急がれる。

●地域の力で、地域人材を育成する仕組みの
骨格を整備できた。
▲地域人材育成のカリキュラム・マネジメントの
構想はできたが、実際にカリキュラムを検討す
る機会を設けることができなかった。

●要項の見直し、放送、拡声器で避難誘
導、防火扉を使用するなど実践的な避難訓
練を実施できた。
●防災意識の向上を目指し、熊本マイタイ
ムラインWeb版の作成を行った。
▲避難訓練のときだけではなく、常日頃か
らの防災に対する危機意識を高めるような
取組の必要性がある。

●保健部会内での情報共有等、定期的に気
になる生徒について情報を収集し、SCによ
る生徒面談やストレス対処教育、ケース会
議の実施につなげることができた。
●個別の教育支援計画および個別の指導計
画について、特別支援教育・教育相談委員
会や生徒理解研修、保護者と担任間で内容
を共通理解する機会を設けることができ
た。
▲支援が必要な生徒に対する、組織的な支
援システムの構築が不十分である。

●エリア会議やブロック会議に参加し、情
報収集を行なうことができた。また、巡回
相談を活用し、支援学校との情報交換もお
こなった。
▲SCやSSWなど関係機関の積極的な活用に
努めたが、状況の改善に至らないケースも
あった。

◇地域人材育
成のカリキュラ
ムの完成と支
援組織の自走
◇教科横断の
分析力・思考
力の育成

●性教育講演会や薬物乱用防止教室は、
ICT機器を活用しながら感染予防に配慮し
た上で実施することができた。
●各教室に、CO2モニター・体温計・サー
キュレーター・空気清浄機等の感染予防対
策機器を導入することで生徒が安心して登
校できる環境づくりをすすめることができ
た。
▲健康観察のICT活用について提案を行っ
たが、生徒数の実態から導入には至らな
かった。

●心的背景を有する生徒については、ケー
ス会議を開催し、関係者での情報共有・支
援の検討に取り組むことができた。
●課題を抱える生徒を把握し、SC面談につ
なげ、その後、医療機関受診へつながった
生徒もいる。
▲保健室登校生への学習支援体制が整って
おらず、校内体制の構築が課題となってい
る。

●数年ぶりに校内美化コンクールを実施
し、校内美化へに意識向上へとつなげた。
●校内美化コンクールの開催にあたりＳＤ
Ｇｓの啓発も併せて行なった。感興のみな
らず持続可能な上天草高校を考えるきっか
け作りにもなった。

●危機管理マニュアルについて防災部分の
改善をすることできた。今後も継続してマ
ニュアルの見直しを行っていきたい。
●事件、事故、不祥事等に関しては、事例
等を出し危機管理に対する意識向上に努め
た。

◇職員の危機
対応能力の向
上

　

◇自然災害に
対する対策の
確立
　
　

◇生徒一人一
人の教育的
ニーズを把握
した支援体制
の整備

◇生徒一人一
人の教育的
ニーズに応じ
た支援策の検
討

◇地域や小・
中学校との連
携の
　強化と情報
の共有

◇保健指導

◇心身の健康
問題を抱える
生徒への支援

◇学校版環境
ＩＳＯの取組

特別
支援
教育

保健教育の
充実

危機管理体制

保健
安全



令和４年２月１７日に開催した学校運営協議会並びに学校関係者評価委員会での御意見を踏まえ、コミュニティ・スクールやスーパーグローカルハイスクール（来年
度からクリエイトハイスクールという指定事業となる）の取組を継承しつつ、本年度で終了する文部科学省指定「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地
域魅力化型）」を自走というかたちで継続し、本校教育活動の中心に据えながら、次年度の課題・改善方策として、次のように取り組む。

（１）学校の取組について、保護者や地域、地元小中学校へ情報発信を行い、本校の教育活動の魅力発信を充実させる。
　　①学校行事だけでなく、日頃の学校生活の様子もホームページに掲載し、更新頻度を上げることで情報発信を行なう。更新についての操作方法はマニュアル化し
ているので、多くの職員で協力して情報発信できるようにする。
　　②市内全中学１年生を対象にした「高校訪問学習」や小中学校との交流活動を通じて、地元の小学生や中学生の本校教育活動への理解を深める。また、 市内
中学校教職員や保護者に対し、本校の取組について説明する方法等を検討する。
　　③育友会総会や体育大会、文化祭等の学校行事への積極的な参加を促すため、早めに周知する。
（２）終了する文科省指定の事業の継続した取組と地域とのつながりの構築
　　上天草の良さや課題を深く理解し、上天草を支える人材育成のために、地域との協働体制を構築し、地域人材の活用や地域とのつながりを、組織全体
　　で作っていく。
（３）ＩＣＴ機器の活用の充実
　　新学習指導要領のスタートに合わせ、端末の持ち帰りや、ＩＣＴの活用や主体的・対話的で深い学びの視点を重視した授業を推進ししていく。
（４）上天草高校の魅力発信を入学者の増加につなげる。
     文科省指定「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」終了後、継続して行なう取組の更なる充実と、コミュニティ・スクールの取組や
スーパーグローカルハイスクール（クリエイトハイスクール）の取組における全教職員の協力体制により、上天草高校の教育目標「地域と協働し、地域に信頼される
学校」を実現し、生徒募集につなげていく。

４　学校関係者評価

令和４年２月１７日に開催した学校運営協議会並びに学校関係者評価委員会での御意見。

（１）中学校での起業家教育の取組を高校でも継続できているのは素晴らしい。上天草高校の起業家教育は創り出す楽しさや協働する楽しさ、チームワークを育む教
育で、生徒の心に深く刻まれている。この取組を継続することで、本当に起業する人材が現れるのを楽しみにしている。
（２）今年度の新しい取組として、高校職員による松島中学校への出前授業がある。　高校レベルの授業を受けるだけでなく、上天草高校の先生たちを知ることがで
き、中学生からは大変好評であった。上天草高校の魅力発信にもつながることから、今後も継続して欲しい。一方、「中学校１年生の上天草高校訪問」が２年連続コ
ロナ禍で中止になったのは、大変残念である。中学校の早い段階から上天草高校の魅力が伝わるように、さらには上天草高校の生徒確保につながるように是非実
現させたい取組である。
（３）生徒の研究発表会は大変素晴らしかった。上天草市内だけでなく、全国にも情報発信できれば、市内からだけでなく、市外からも志願者が増えるのではないか。
今後は、情報発信に力を入れるべきだ。　また、小学校や中学校の先生にも見ていただき、生徒の成長ぶりを見ていただいたり、中学校は、発表会に参加をしてい
ただきたい。
（４）学校評価によれば、生徒も保護者も満足度が高い。特に、ほとんどの保護者が上天草高校に子どもを入学させて良かったと答えている。中学校で行なわれる高
校説明会で、そのような声を届けてもらうと、中学生の保護者の意識も変わるのではないか。
（５）認知症サポーター養成講座は今年度は福祉科の生徒だけでなく、１年生全員が受講し、前向きな感想が多かったと聞く。福祉科の生徒だけでなく、重要な視点
を学ぶことができる良い機会である。今後も継続して欲しい。

５　総合評価

　学校評価における評価項目のうち、「よくできている」とするＡ評価は全３０項目中２１項目と７割だった。（今年度から評価基準の達成度を４段階から５段階に変更
し、「どちらともいえない」を追加したため、昨年度より若干数値が低くでている）今年度も、新型コロナウイルス感染症の影響で、、当初予定していた学校行事の中止
や縮小等を行ないながら、可能な範囲内で取り組んできた。多くの項目で高い評価を得たことは、それぞれが課題意識をもって学校運営がなされているということで
あり、総括的に見て、本年度の学校目標は概ね達成されたといえる。　今年度も、コミュニティ・スクールの取組やスーパーグローカルハイスクールの取組を継承しつ
つ、文部科学省指定最終年になる「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」にも積極的に取り組むことができ、本校の魅力化と学校目標
の達成に大きな影響を与えていると考える。
　一方、市内小中学校に在籍する児童生徒、教職員及び保護者に対する本校の魅力や教育活動等の広報活動や情報発信については、さらに積極的な取組を求め
る意見もあり、引き続き次年度の課題と考えられる。

６　次年度への課題・改善方策


